
関西大学 ダイバーシティ推進宣言 

 

 

 関西大学は、「学の実化（がくのじつげ）」を学是（理念）として掲げ、教育研究活動を

展開しています。この理念は、1922 年に関西大学が大学へ昇格したときに、当時の総理

事であった山岡順太郎が「関西大学が目指すべき大学教育の方向性としては、『学理と実

際とを調和』させながら実社会で有用な人材を養成することである」と提唱したものです。

この理念が提唱されてから 100年が経った現在も、「学の実化」は関西大学の進むべき方

向を指し示す羅針盤として重要な役割を果たしており、これからも変わりないものと考

えています。そして、実行性を伴う行動計画のひとつとして、2016年に策定した「Kandai 

Vision 150」においても教育・研究・社会連携・国際化等の課題に対して、多様性を重視

した様々な取組を実行しています。 

関西大学は、これからもこの理念を発展的に継承していく中で、障がい、性別や性的指

向・性自認、年齢、学歴、社会経験、国籍、民族、宗教、言語、出自、文化等のダイバー

シティに積極的に対応することを通して、人権の尊重はもとより、多様な文化とその価値

観を尊重し、「考動力」を持って新たな世界を切り拓こうとする、強い意志を有する人材

を数多く育成します。 

  

記 

 

 １ 多様な背景を持つ学生を迎え、全ての学生が分け隔てられることなく質の高い教育

を受け、学修成果を得るとともに、相互に人格と個性を尊重し合い、また切磋琢磨し合

いながら成長する教育環境の実現をめざし、「ともに生き、ともに学ぶ」キャンパスづ

くりを推進します。 

 

 ２ 多様な背景を持つ教職員が協働しながら各人の能力を最大限に発揮できるように環

境を整備するとともに、多種多様な価値観を尊重し合えるような組織づくりを推進し

ます。 

 

 ３ 支援が必要な構成員に対して、合理的配慮のもとに、様々なニーズに的確に対応する

相談・支援体制を強化します。 

 

 ４ 構成員がダイバーシティに関する理解を深めるために、ダイバーシティに関する啓

発・研修を実施します。 

 

以 上 
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ダイバーシティ推進の取り組み 

 

 

■ダイバーシティ推進への取り組みに関すること 

  ダイバーシティ推進委員会 

 

■育児休業中の研究費の取り扱いに関すること 

  研究推進部 

 

■ライフイベントへの対応に伴う研究支援員制度に関すること 

  ダイバーシティ推進委員会 

  

■障がいのある学生に対する修学支援に関すること 

  学生相談・支援センター 

 

■人権問題に関する取り組みに関すること 

  人権問題研究室、学長室 

 

■RHEP(難民高等教育プログラム)による対象学生の受け入れに関すること 

  KANDAI for SDGs 推進プロジェクト 

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.kansai-u.ac.jp/gender/
https://www.kansai-u.ac.jp/Kenkyushien/fund/ikuji.html
https://www.kansai-u.ac.jp/gender/other.html#m06
https://www.kansai-u.ac.jp/sscc/
https://www.kansai-u.ac.jp/hrs/
https://www.kansai-u.ac.jp/presiweb/activities/index.html
https://www.kansai-u.ac.jp/sdgs/activities/detail/entry054638.html

	diversity(-20220719) - コピー.pdf
	関西大学ダイバーシティ推進宣言
	リンク設定あり　リンク先の内容

	更新)ダイバーシティ推進の取り組み.pdf

